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評 価 機 関 名

所 在 地

訪 問 調 査 日 令和 6 年 2 月 19 日

評価結果確定日

利用料を生活保護や低所得者の方でも安心して入居できる価格設定に
しています。コロナも落ち着き、今年は近所の保育園・小学校・中学
校・高校等の交流を図るため、お声を掛けて触れ合う場を徐々に増や
して行きたいと考えています。令和５年度より運営推進会議も民生委
員、利用者のご家族、いきいきセンターの方に来て頂き、また地域の
室見川の清掃活動等にも参加させて頂いています。その他にPTAとの
連携として「子供110番」の登録、地域の早良区、西区のグループ
ホームの集まりである「いとの会」のメールでの交流を図り、研修の
参加や情報交換の場を作っています。

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/

グループホームは３ユニットあり、食事内容や運営方法でそれぞれ特
徴のある運営がされている。周辺には保育園や高校があり、利用者が
触れ合う機会もある。医療法人の協力や看護師の配置があり、医療的
な面でも安心できる体制がある。職員の資格取得支援や、年休の取得
管理等、労働環境も職員にとって安心できるものとなっている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3

コロナも徐々に落ち着きR5,2月より運営推
進会議にて包括支援センター、民生委員、
利用者の家族、利用者に参加を促し認知症
について話す機会を設けている。

2

コロナ前は、近隣の保育園交流、近隣の教
育機関、社会学習、ボランティアの受け入
れを積極的に行っていたが、Ｒ5、2月位か
ら徐々にボランティアセンターからの一般
のボランティアの受入、地域の年2回の室見
川清掃に参加している。

1

玄関にチャイムがあり、日中施錠はしてい
ない。身体拘束委員会を設置している。全
職員を対象に研修を行い、身体拘束の弊害
を職員に伝えている。

4

4

運営推進会議が中止となっている期間は、
スタッフと話し合いを行い、利用者の状
況、行事、スタッフの状況等を郵送にて行
い、助言を郵送にて頂き、元にスタッフと
共有しサービス向上に努めている。運営推
進会議開催後は、参加して頂いた方みなさ
んにその場で意見交換を行っている。

地域交流を組み込んだ理念を作り、毎朝申
し送り後にスタッフで唱和し、意識付けを
行う。

3

施設内での研修を行い、ユニット内でも周
知を図っている。マニュアルいつでも見え
る所に置き、見守りの強化、声かけの工夫
を行い、身体拘束の無いケアに取り組んで
いる。

5

包括、保護課との連携はできるだけ電話に
て連携を取れるように行っている。主催の
研修はカメラ付きのパソコンを購入し、リ
モートでの研修会にできるだけ参加するよ
うにしている。

6 5

自治会に入会し、コロナ前は祭りなどの地
域交流に参加していた。コロナ禍も室見川
清掃には参加していた。今後は感染状況を
見て、交流行事への参加を検討している。

２ヶ月に１回、運営推進会議を開催してい
る。利用者や家族、民生委員、行政等が参
加している。利用者やサービスの状況、ヒ
ヤリハット、研修報告、行事予定等につい
て、意見交換している。

介護保険手続きや生活保護の連絡等で、行
政に出向いている。その他、事業所運営に
関して相談している。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

地域密着の視点のある理念があり、ユニッ
トごとに掲示している。職員は理念を毎朝
唱和している。理念について会議でも折に
触れて話し、理念の実践に向けて日々取り
組んでいる。

外部評価

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

施設内での研修を行い、ユニット内でも話
し合いを行っている。朝の申し送り時にも
利用者一人一人のケアについて虐待がない
様に努めている。

11
管理者だけではなく、ユニット会議、申し
送りにて職員の意見を聞き、運営に反映さ
せるようにしている。

8

管理者はユニット会議や年２回の人事考課
等、職員の意見を聞く機会を設けている。
また職員が意見を言いやすいよう声かけす
る等して意見を言いやすいよう工夫してい
る。行事内容やレクレーションの内容の提
案を運営に反映させている。

12

人事考課を行い、自己評価や面談を通して
日々の実績を評価し努力が反映されるよう
な制度を設けている。面談にて意見を聞き
改善できる所は改善し、やりがいを持って
働けるように努めている。研修や役付けを
行う事で向上心を持ちやりがいを感じて働
けるよう環境づくりを行う。

―

9

契約の際には、需要事項の内容、グループ
ホームについての説明を詳しく行い、質問
等に答える時間を設けて、納得の上、署名
捺印を頂いている。料金改正や内容変更が
あった際には文章、面会時、電話にて説明
を行う。

―

10

家族との情報交換、コミニケーションを密
に図り関係づくりを行い意見を言いやすい
雰囲気をつくり、意見を頂いたら職員で共
有し対応をする。契約時には苦情窓口の説
明を行い、廊下ユニット内に介護保険苦情
相談窓口のポスターを貼り、廊下に意見箱
の設置を行っている。

7

利用者や家族は運営推進会議に参加し、思
いを述べる機会がある。また日頃から職員
に意見や思いを伝える機会がある。「ラー
メンが食べたい」という希望には、買いに
行ったり食べに行ったりと対応している。
利用者家族からは、外泊や外出希望が多く
あり、できる限り実現できるよう検討して
いる。意見箱を事業所の玄関に設置してい
る。

8
施設内での研修を行い、ユニット会議でも
話し合いを行い、必要な際は関係者と話し
合いを行い支援を行っている。

―

6

成年後見制度や日常生活支援事業につい
て、入所時に家族に説明している。定期的
に職員研修を行い、全職員が権利擁護に関
する制度について理解を深められるよう努
めている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

入居前より、本人、家族、関係者と面談行
い、話を聞き、情報収集をして、本人の
ニーズの把握に努めている。入居初期に
は、コミュニケーションを重視し、信頼関
係づくりや環境に馴染める様に配慮し、安
心した生活が送れる様に努めている。

―

18

入居前の面談や、契約時には家族の意向を
聞き、サービスを開始するうえでの要望や
不安等を聞き関係作りに努める。面会時に
は、コミュニケーションを図り情報交換を
行う事で、信頼関係を築き良い関係作りが
できるように努めている。

―

15

研修に参加してもらい、他の職員もその研
修の取り組みにユニットで参加できるよう
な行っている。研修に行った場合は、なる
べく勤務扱いにすることで、働きながら学
びやすい環境を作っている。

―

16

研修に参加する事により、そこで知り合っ
た同業者と情報交換を行う。例年なら、近
隣の施設の行事に積極的に参加していた。
西区、早良区のいとの会にもメールによる
情報交換を行っている。

―

14

人権の研修に参加して、ユニット会議、申
し送り時他の職員に伝えるようにしてい
る。又、ユニット内での勉強会を行ってい
る。

研修を実施した際は、研修資料や報告書を
作成してほしい。

13

スタッフ採用については、年齢、性別、性
格は判断材料から外し、本人のやる気、能
力、人柄で判断する。働く職員には、研修
に参加させたり、意見を取り入れたり、挑
戦したい仕事があれば可能な限り行うよう
に配慮する。

9

10

職員採用で性別や年齢の差別はしていな
い。定年はあるが、その後も嘱託やパート
で働くことができる。外国籍の職員もお
り、働きやすい環境づくりに努めている。

職員は年１回、人権に関する内部研修を受
講している。最近では、高齢者虐待防止や
高齢者の尊厳に関する研修が行われた。研
修を通じ、人権侵害が起きない職場を目指
している。研修資料や報告書が保管されて
いない。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24

お手紙とか、転入された利用者様等こまめ
に電話等を掛け、関係が切れない様に配慮
し、必要な時は相談に乗ったりもしてい
る。

―

22

コロナ時は、面会も中止が継続していた
が、コロナ後外のベンチでの面会、相談室
での2～3人で15分程度、コロナが５類に
なってからは施設内で徐々に緩和を行って
いる。電話での対応はいつでもできる様に
して、リモートができる家族の方はリモー
ト対応を行っている。

11

入所時に家族や利用者から馴染みの人や場
所を聞いている。携帯電話や手紙での交流
も配慮して、各ユニットでは利用者が自由
に利用できる携帯電話を置いている。自室
で家族や友人と電話やメール、動画での面
談や会話を行っている。

23

利用者の関係性を把握し、トラブルになら
ない様に配慮し日々の会話、レクレーショ
ンを通して、馴染みの関係性ができる様な
きっかけ作りを行う。利用者様同士での話
が合わない時等橋渡しを行いコミュニケー
ションがスムーズに行く様に支援してい
る。

―

21

本来なら行事等で家族と触れ合えるきっか
けを作り行っていた。面会時に情報共有、
こまめに情報報告などで本人を支えて行く
関係性作りに努めている。毎月、新聞を発
行し近況報告、写真をのせ郵送している。
（入居時説明にて了承頂く）

20

本人の立場に立って寄り添う介護をおこな
う様に心がけ信頼し合える様な関係作りに
努めている。日頃より、家事、食事、レク
レーションを行い、家庭的な雰囲気を重視
し、共に生活する他の利用者様とも関係性
ができる様に努めている。

―

―

19
常に状態観察、情報収集に努め、その時必
要なサービスを見極めて支援できるように
努めている。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

本人や家族やケアマネから生活歴、経過等
の情報を収集し把握に努めている。

25

日々のコミュニケーション、その時々の状
態を通して意向の把握に努めている。聞き
出された希望は可能な限り、叶えてあげれ
るように支援を行い、困難な際は本人の立
場に立って本人本位で検討するように努め
ている。

12

職員は日々の利用者との関わりの中で、思
いや希望の把握をしている。特に、入浴の
時間にゆっくり聞くことを心がけている。
また、職員は利用者の態度や状況から真意
を推し測るようにしている。意思疎通が困
難な利用者には、家族にＬＩＮＥや電話、
面会時に確認するようにしている。

―

29

日々の様子ケアについては経過記録に記
入、又、1週間の状態をまとめ状態の変化を
把握して職員同士で共有し実践に活かす。
会議、申し送り時意見を出し合い情報の共
有計画書に活かしている。

―

30

日頃より本人、家族又、職員とコミュニ
ケーションを重視し、その時々のニーズに
合わせた柔軟な支援を行われる様に心がけ
ている。

28

職員全員でそれぞれ日頃からコミュニケー
ションを聞き出しお互いに気づきを話し合
い計画作成に活かしている。家族とも、面
会時や電話にて意見を聞き、医療機関とも
連携を図り意見を聞き計画書に取り入れて
いる。

27
常に状態観察を行い、職員同士で情報を共
有し合い1日の過ごし方、ADLの現状把握に
努めケアに活かしている。

―

13

利用者や家族、職員、医師等の意見を参考
に支援計画を作成している。３ヶ月ごとに
介護計画の見直しを行っている。状態変化
等によって介護計画を見直した際は、家族
に報告し、了承をもらっている。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

 

31

近隣の教育機関、公民館等のサークルの受
け入れが中止となる事が多かったが 地域
の医療機関 訪問理美容等の受け入れ豊か
な暮らしができる様に支援している。

―

入所時に家族等に希望する医療機関を確認
し、希望する医療機関での受診を支援して
いる。受診同行は家族が行っており、利用
者の情報を記載した書類を家族に持参して
もらっている。家族による受診同行が困難
なことも多く、その際は職員が受診に同行
し、家族に電話で報告している。

32

本人、家族の希望する馴染みのかかりつけ
医院にする事を大切にし受診できる様に支
援している。又、病状にあった医療機関
（耳鼻科、皮膚科、眼科等の）提案も行
い、医療機関との情報を行い関係づくりに
努めている。

34

日頃から受診時や変化のあった時は主治医
とこまめに情報交換を行い連携を図り、入
院時にも安心して治療が受けられるよう配
慮している。現在は面会が出来ないが、入
院中も定期的に電話にて担当者より情報を
聞き連携を取り、出来るだけ早く退院出来
るように対応している。

14

33

週4～5回看護師が勤務しており、その際に
は現状報告を密に行っている。又、急変時
には母体 医院に24時間連絡が取れる様に
なっている。往診時にも利用者の状況報告
を密に行っている。

「入居者の重度化の対応に関する方針」を
明文化している。重度化や終末期において
事業所が対応し得る支援方法について、契
約時に家族等に説明している。重度化の際
は、家族等の意向を大切にしながら、かか
りつけ医や職員と話し合って合意を図り、
全員で方針を共有し、支援している。

年2回避難訓練を行い、その際に応急手当に
関する勉強会を行う時間を設けている。

35

現在は人員や設備などの関係で、医療ニー
ズが高い利用者はその方の状態に合った施
設を紹介している。その旨を見学時や入居
契約の際に十分説明し、了承を得て頂いた
上での入居となっている。また、日頃より
情報交換を行い、状態に変化があった際に
は往診時に医師より家族に現状の説明を
行ったり、こまめに状態報告を行い事業所
でできる事を行いながら本人、家族と共に
今後の方針を共有しサポートしている。
（重度化の方針の冊子あり）

36 ―

15

―

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

災害マニュアルを作成している。年２回、
避難訓練を行い、うち１回は夜間を想定
し、また消防署の協力を得ながら実施して
いる。避難訓練を実施する際は地域住民に
呼びかけをしている。非常用食料や備品は
リスト化して、事業所内に１日分程度保管
している。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年2回避難訓練を行っている。その際は日勤
帯、夜勤帯それぞれを想定した訓練を行っ
ている。現在はコロナの関係で地域への働
きかけが出来ていない。

災害時に必要な食料品について消防署等に
相談し、適切な量を保管することを期待し
たい。

16

―

職員と利用者は、一緒にテーブルを拭いた
り、トレイやお手拭きを並べる等、食事の
準備や片づけをすることを日課としてい
る。週１回、あんこ餅やドーナツ等の手作
りのおやつを提供し、利用者に喜ばれてい
る。誕生日には利用者の好きなケーキを準
備している。

普段の献立は決まっているが、利用者が食
べたいものがあればそれに変更したり、行
事の際に提供する等献立に取り入れる様に
している。利用者の出来る力に合わせ準備
や片づけを一緒に行っている。

18

41

更衣時には出来るだけ本人に選んでいただ
く。理美容の際には本人に希望を聞き好む
髪型になるようにしている。衣類購入希望
があれば一緒に買いに行く等その人らしい
おしゃれが出来るように支援している。

40

一人一人のペースに合わせた介護をするよ
うにしている。朝のレクの時間にどう過ご
したいか聞いたり出来る限り希望に添える
ように柔軟に対応している。

―

42

38

利用者の人格や尊厳を尊重し、さりげない
言葉かけや対応が出来るように工夫してい
る。プライバシー保護にも配慮している。
また申し送り時や会議にて意見交換を行い
それぞれの言葉かけや対応について振り返
る時間を設けている。

17

利用者の人格の尊重やプライバシーの保護
について、年１回内部研修を実施し、職員
の意識向上を図っている。職員は利用者を
支援する際は、利用者の誇りやプライバ
シーに配慮し、さりげない声かけや対応に
配慮している。

39

何事も職員が決めてしまうのではなく、本
人の希望や意見を聞き、出来る限りそれを
最優先させる。難しい際には選択肢を与え
る等工夫する。意思表示の難しい方は日頃
より表情や仕草を観察し読み取り対応出来
るように気を配っている。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

起床時、朝昼夕食後に口腔ケアを行い口腔
内の清潔保持に努めている。自力にて出来
るところは行って頂き不十分な所は介助す
る。必要な際にはすぐに歯科往診を依頼し
対応している。

48

夜間の安眠につながるように、またADLの低
下を防ぐためレクリエーションや体操や散
歩の時間を作っている。しかし無理強いは
せず過ごしたい様に一日を過ごせるように
配慮している。就寝時間も特に決めておら
ず本人の生活習慣に合わせるように配慮す
る。不安や眠れないなどの訴え時には傾聴
し落ち着くまでできる限り寄り添う。

お風呂は毎日準備しており、希望に応じて
入浴を支援している。入浴を望まない利用
者に対しては、無理強いせず、言葉かけや
対応の工夫によって支援している。入浴剤
を入れたり、家族から差し入れのトリート
メントを使用する等、入浴を楽しめるよう
支援している。

43

一人一人の状態に合わせた食事形態、量に
て提供し摂取量等を記録している。水分
チェック表を記入し一日の摂取量を観察し
なかなか水分の取れない方はこまめに少し
ずつ提供したり本人の好む飲み物を提供し
たり水分や栄養を確保出来るように工夫し
ている。

職員は、排泄チェック表や利用者の仕草を
把握し、さりげなく支援している。また、
尿意のない利用者がトイレで排泄できるよ
う、時間を見計らって誘導して支援してい
る。現在おむつを使用している利用者はお
らず、リハビリパンツやパット等を使用
し、利用者一人ひとりについて常に見直し
ている。

週4日入浴日を設けている。一人一人の状態
や希望に合わせて対応出来るようにしてい
る。また、入浴日以外でも希望や急な汚染
に対応可能である。

1945

一人ずつ排泄チェック表を付け排泄パター
ンを把握し必要な方は定期的に誘導し、な
るべくパットやリハパンに頼らないケアを
している。

一人ずつ排泄チェック表を記入し、間隔や
量を把握する。また食事や軽い運動を行う
などスムーズな排便に繋がるよう日頃より
気を付けている。それでも便秘がちな方は
医師に相談し服薬等でコントロールしてい
る。

―

20

46

47

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

季節感を感じて頂けるように装飾をした
り、カーテンや壁の色は自然な色を使用し
ている。こまめな換気と温度管理を行い快
適に過ごして頂けるように配慮している。

 22

季節に応じてリビングの飾り付けを行い、
利用者が季節を感じられるように工夫して
いる。また、花を飾り、利用者が花に水を
あげている。空調や加湿器、テレビの音量
やカーテンを調整し、利用者が快適に過ご
せるように配慮している。

53

希望時には何時でも電話が出来るようにし
ている。又、携帯電話を持たせたいとの希
望があれば携帯を持って頂いている。手
紙、年賀状、暑中見舞いのやり取りが出来
るように支援している。

52

金銭管理能力のある方は手元にお小遣いを
持ち、買い物の際には自分で支払いが出来
るように支援する。管理能力のない方も支
払い時に可能な限り自力にて支払いが出来
るように支援している。

天気や利用者の希望に応じて、近所を散歩
したり、ベランダで日光浴をしたりしてい
る。また、桜や紫陽花、コスモスを見にド
ライブしたり、３ヶ月に１回ほど買い物に
行ったりしている。家族が利用者の希望を
聞いて、ラーメンや回転ずし等、外食に行
かれている。

51

―

21

今年はコロナの影響でなかなか外出支援が
出来なかったが車中から桜を見たり感染の
リスクがないように考慮しコロナ渦でもで
きる限りの支援を行った。

50

入居時や入居後も情報収集に努め生活歴や
本人の趣味、嗜好を活かして日々に楽しみ
や張り合いを持てるように配慮している。
定期的に行事を計画したり日々の生活の中
で気分転換になるようなレクを計画したり
している。

―

49

薬情ファイルを作りセット時や変更時には
必ず目を通し把握に努める。セット時には
２～３人で確認しながらセットしミスを防
ぐ。配薬時には日付け、名前、いつの薬か
必ず声に出し2人以上で確認するようにして
いる。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

トイレや浴室や居室には分かる様に貼り紙
しており、各入口ユニット内、施設内はバ
リアフリーになっており、自立した生活が
送れる様に配慮している。

56

55 ―

23

リビングにはテーブルやソファーがあり一
人一人が好きな場所で過ごせるように配慮
している。また普段の座席も人間関係を考
慮し配置している。何かあれば席替えをす
るなど柔軟に対応している。

―

居室、短期利用の際には、危険物以外は利
用者が使い慣れた物おける様にしている。
本人が居心地よく過ごせるように工夫して
いる。

居室は利用者の馴染みの鏡台やぬいぐる
み、利用者が手芸したクッション等が置か
れ、居心地良く過ごせるよう配慮されてい
る。持ち込みは自由で、家具やテレビ、ラ
ジカセ、家族写真等も持ち込まれている。
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（くつろぎ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

コロナ前は、近隣の保育園交流 近隣の教
育機関 社会学習 ボランティアの受け入
れを積極的に行っていたがＲ5、2月位から
徐々にボランティアセンターからの一般の
ボランティアの受入 地域の年2回の室見川
清掃に参加している。

4

運営推進会議が中止となっている期間は
スタッフと話し合いを行い 利用者の状況
行事 スタッフの状況等を郵送にて行い
助言を郵送にて頂き 元にスタッフと共有
しサービス向上に努めている。た。運営推
進会議開催後は、参加して頂いた方 みな
さんにその場で意見交換を行っている。

5

包括 保護課との連携はできるだけ 電話
にて連携を取れるように行っている。主催
の研修は カメラ付きのパソコンを購入リ
モートでの研修会にできるだけ参加するよ
うにしている。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価

56

4

施設内での研修を行い参加し ユニット内
でも周知を図っている。マニュアルいつで
も見える所に置き 見守りの強化 声かけ
の工夫を行い 身体拘束の無いケアに取り
組んでいる。

1

2

―3

コロナも徐々に落ち着きR5,2月より運営
推進会議にて包括支援センター、民生委
員、利用者の家族 利用者に参加を促し認
知症について話す機会を設けている

地域交流を組み込んだ理念を作り、毎朝申
し送り後にスタッフで唱和し、意識付けを
行う。

2
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8
施設内での研修を行い参加しユニット会

議でも話し合いを行い 必要な際は関係者
と話し合いを行い支援を行っている。

6

10

家族との情報交換、コミニケーションを
密に図り関係づくりを行い意見を言いやす
い雰囲気をつくり 意見を頂いたら職員で
共有し対応をする。契約時には苦情窓口の
説明を行い 廊下ユニット内に介護保険苦
情相談窓口のポスターを張り 廊下に意見
箱の設置を行っている。

7

9

契約の際には、需要事項の内容 グルー
プホームについての説明を詳しく行い 質
問等に答える時間を設けて 納得の上 署
名捺印を 頂いている。料金改正や内容変
更があった際には文章、面会時、電話にて
説明を行う。

―

―

11
管理者だけではなく、ユニット会議 申

し送りにて職員の意見を聞き 運営に反映
させるようにしている。

8

12

人事考課を行い 自己評価や面談を通し
て日々の実績を評価し努力が反映されるよ
うな制度を設けている。面談にて意見を聞
き改善できる所は改善し やりがいを持っ
て働けるように努めている。研修や役付け
を行う事で向上心を持ちやりがいを感じて
働けるよう環境づくりを行う

―7

施設内での研修を行い参加し ユニット内
でも話し合いを行っている。朝の申し送り
時にも利用者一人一人に ケアについて虐
待がない様に努めている。
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

スタッフ採用については、年齢、性別、
性格は判断材料から外し 本人のやる気、
能力、人柄で判断する働く職員には、研修
に参加させたり、意見を取り入れたり 挑
戦したい仕事があれば可能な限り行うよう
に配慮する。

9

10

15

研修に参加してもらい 他の職員もその
研修の取り組みにユニットで参加できるよ
うな行いっている。研修に行った場合は
なるべく勤務扱いにすることで働きながら
学びやすい環境を作っている。

―

14

人権の研修に参加して ユニット会議
申し送り時他の職員に伝えるようにしてい
る。又、ユニット内での勉強会を行ってい
る。

13

17

入居前より、本人、家族、関係者と面談
行い話を聞き情報収集をして 本人のニー
ズの把握に努めている。入居初期には、コ
ミニケーションを重視し、信頼関係つくり
や環境に馴染める様に配慮し 安心した生
活が送れる様に努めている。

―

16

研修に参加する事によりそこで知り合っ
た同業者と情報交換を行う。例年なら、近
隣の施設の行事に積極的に参加していた。
西区 早良区のいとの会にもメールによる
情報交換を行っている。

―

18

入居前の面談や、契約時には家族の意向を
聞き、サービスを開始するうえでの要望や
不安等を聞き関係作りに務める。面会時に
は、コミニケーションを図り情報交換を行
う事で、信頼関係を築き良い関係作りがで
きるように努めている。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19
常に状態観察、情報収集に務めその時必

要なサービスを見極めて支援できるように
努めている。

―

21

本来なら行事等で家族と触れ合えるきっ
かけを作り行っていた。面会時に情報共
有、こまめに情報報告などで本人を支えて
行く関係性作りに努めている。毎月、新聞
を発行し近況報告 写真をのせ郵送してい
る。（入居時説明にて了承頂く）

20

本人の立場に立って寄り添う介護をおこ
なう様に心がけ信頼し合える様な関係作り
に努めている。日頃より、家事 食事、レ
クレーションを行い 家庭的な雰囲気重視
し 共に生活する他の利用者様とも関係性
ができる様に努めている。

―

―

23

利用者の関係性を把握し、トラブルにな
らない様に配慮し日々の会話 レクレー
ションを通して、馴染みの関係性ができる
様なきっかけ作りを行う。利用者様同士で
の 話が合わない時等橋渡しを行いコミュ
ニケーションがスムーズに行く様に支援し
ている。

―

22

コロナ時は、面会も中止が継続していた
が、コロナ後外のベンチでの面会 相談室
での2～3人で15分程度 コロナが５類に
なってからは施設内で徐々に緩和を行って
いる。電話での対応はいつでのできる様に
して リモートができる家族の方はリモー
ト対応を行っている。

11

24

お手紙とか 転入された利用者様等こま
めに電話等を掛け 関係が切れない様に配
慮し、必要な時は相談に乗ったりもしてい
る。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

25

日々ののコミュニケーション その時々
の状態を通して希 意向の把握に努めてい
る。聞き出された希望は可能な限り 叶え
てあげれるように支援を行い、困難な際は
本人の立場に立って本人本位で検討するよ
うに努めている。

12

28

職員全員でそれぞれ日頃からコミュニ
ケーションを聞き出しお互いに気づきを話
し合い計画作成に活かしている。家族と
も、面会時や電話にて意見を聞き 医療機
関とも連携を図り意見を聞き計画書に取り
入れている。

27
常に状態観察を行い 職員同士で情報を

共有し合い1日の過ごし方 ADLの現状把握
に努めケアに活かしている。

―

13

―

29

日々の様子ケアについては経過記録に記
入又、1週間の状態をまとめ状態の変化をは
あして職員同士で共有し実践に活かす。会
議、申し送り時意見を出し合い情報の共有
計画書に活かしている。

―

30

日頃より本人、家族又、職員とコミュ
ニケーションを重視し、その時々のニーズ
に合わせた柔軟な支援を行なわれる様に心
がけている。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
本人や家族やケアマネから生活歴、経過等

の情報を収集し把握に努めている。
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

週4～5回看護師が勤務しており、その際
には現状報告を密に行っている。又、急変
時には母体 医院に24時間連絡が取れる様
になっている。往診時にも利用者の状況報
告を密に行っている。

―

36 ―

15

33

年2回避難訓練を行い、その際に応急手当
に関する勉強会を行う時間を設けている。

35

現在は人員や設備などの関係で医療ニー
ズが高い利用者はその方の状態に合った施
設を紹介している。その旨を見学時や入居
契約の際に十分説明し了承を得て頂いた上
での入居となっている。また、日頃より情
報交換を行い状態に変化があった際には往
診時に医師より家族に現状の説明を行った
り、こまめに状態報告を行い事業所ででき
る事を行いながら本人、家族と共に今後の
方針を共有しサポートしている。（重度化
の方針の冊子あり）

32

本人、家族の希望する馴染みのかかりつ
け医院刷る事を大切にし受診できる様に支
援している。又、病状にあった医療機関
（耳鼻科、皮膚科、眼科等の）提案も行い
医療機関との情報を行い関係つくりに勤め
ている。

34

日頃から受診時や変化のあった時は主治
医とこまめに情報交換を行い連携を図り、
入院時にも安心して治療が受けられるよう
配慮している。現在は面会が出来ないが入
院中も定期的に電話にて担当者より情報を
聞き連携を取り出来るだけ早く退院出来る
ように対応している。

14

31

近隣の教育機関、公民館等のサークルの
受け入れが中止となる事が多かったが 地
域の医療機関 訪問理美容等の受け入れ豊
かな暮らしができる様に支援している。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

何事も職員が決めてしまうのではなく、
本人の希望や意見を聞き、出来る限りそれ
を最優先させる。難しい際には選択肢を与
える等工夫する。意思表示の難しい方は日
頃より表情や仕草を観察し読み取り対応出
来るように気を配っている。

―

38

利用者の人格や尊厳を尊重し、さりげな
い言葉かけや対応が出来るように工夫して
いる。プライバシー保護にも配慮してい
る。また申し送り時や会議にて意見交換を
行いそれぞれの言葉かけや対応について振
り返る時間を設けている。

17

41

更衣時には出来るだけ本人に選んでいた
だく。理美容の際には本人に希望を聞き好
む髪型になるようにしている。衣類購入希
望があれば一緒に買いに行く等その人らし
いおしゃれが出来るように支援している。

40

一人一人のペースに合わせた介護をする
ようにしている。朝のレクの時間にどう過
ごしたいか聞いたり出来る限り希望に添え
るように柔軟に対応している。

―

42

―

普段の献立は決まっているが、利用者が
食べたいものがあればそれに変更したり、
行事の際に提供する等献立に取り入れる様
にしている。利用者の出来る力に合わせ準
備や片づけを一緒に行っている。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年2回避難訓練を行なっている。その際は
日勤帯、夜勤帯それぞれを想定した訓練を
行っている。現在はコロナの関係で地域へ
の働きかけが出来ていない。

16
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

一人ずつ排泄チェック表を付け排泄パ
ターンを把握し必要な方は定期的に誘導
し、なるべくパットやリハパンに頼らない
ケアをしている。

一人ずつ排泄チェック表を記入し、間隔
や量を把握する。また食事や軽い運動を行
うなどスムーズな排便に繋がるよう日頃よ
り気を付けている。それでも便秘がちな方
は医師に相談し服薬等でコントロールして
いる。

―

20

46

47

週4日入浴日を設けている。一人一人の状
態や希望に合わせて対応出来るようにして
いる。また、入浴日以外でも希望や急な汚
染に対応可能である。

19

43

一人一人の状態に合わせた食事形態、量
にて提供し摂取量等を記録している。水分
チェック表を記入し一日の摂取量を観察し
なかなか水分の取れない方はこまめに少し
ずつ提供したり本人の好む飲み物を提供し
たり水分や栄養を確保出来るように工夫し
ている。

―

―44

起床時、朝昼夕食後に口腔ケアを行い口
腔内の清潔保持に努めている。自力にて出
来るところは行って頂き不十分な所は介助
する。必要な際にはすぐに歯科往診を依頼
し対応している。

48

夜間の安眠につながるように、またADLの
低下を防ぐためレクリエーションや体操や
散歩の時間を作っている。しかし無理強い
はせず過ごしたい様に一日を過ごせるよう
に配慮している。就寝時間も特に決めてお
らず本人の生活習慣に合わせるように配慮
する。不安や眠れないなどの訴え時には傾
聴し落ち着くまでできる限り寄り添う。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

薬情ファイルを作りセット時や変更時に
は必ず目を通し把握に努める。セット時に
は２～３人で確認しながらセットしミスを
防ぐ。配薬時には日付け 名前 いつの薬
か必ず声に出し2人以上で確認するようにし
ている。

―

51

50

入居時や入居後も情報収集に努め生活歴
や本人の趣味、嗜好を活かして日々に楽し
みや張り合いを持てるように配慮してい
る。定期的に行事を計画したり日々の生活
の中で気分転換になるようなレクを計画し
たりしている。

―

54

季節感を感じて頂けるように装飾をした
り、カーテンや壁の色は自然な色を使用し
ている。こまめな換気と温度管理を行い快
適に過ごして頂けるように配慮している。

22

52

金銭管理能力のある方は手元にお小遣い
を持ち、買い物の際には自分で支払いが出
来るように支援する。管理能力のない方も
支払い時に可能な限り自力にて支払いが出
来るように支援している。

53

希望時には何時でも電話が出来るように
している。又、携帯電話を持たせたいとの
希望があれば携帯を持って頂いている。手
紙、年賀状、暑中見舞いのやり取りが出来
るように支援している。

―

21

―

今年はコロナの影響でなかなか外出支援
が出来なかったが車中から桜を見たり感染
のリスクがないように考慮しコロナ渦でも
できる限りの支援を行った。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

居室 短期利用の際には 危険物以外は
利用者が使い慣れた物おける様にしてい
る。本人が居心地よく過ごせるように工夫
している。

57

トイレや浴室や居室には分かる様に貼り
紙しており、各入口ユニット内、施設内は
バリアフリーになっており、自立した生活
が送れる様に配慮している。

56

55 ―

23

リビングにはテーブルやソファーがあり
一人一人が好きな場所で過ごせるように配
慮している。また普段の座席も人間関係を
考慮し配置している。何かあれば席替えを
するなど柔軟に対応している。
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

○ 　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（いやし） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

○ 　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

○ 　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3

地域の教育機関と連携を取り、子ども達に
福祉学習として場所の提供を行っている。
また、その際には認知症の理解や施設のこ
と等を噛み砕いて説明し理解を深めて頂い
ている。昨年はご近所の講倫館高校の認知
症の学習のため来所があり、交流をする機
会があった。

5

2

コロナ感染症の関係で現在はあまり実施出
来ずにいるが、近隣の保育園・公民館・小
学校・中学校・高校等と連絡を取り続けて
おりイベント等で交流が徐々に持てる様に
している。子供110当番に登録しており、室
見川の一斉清掃にも参加している。現在月
１回、近隣にも在住の傾聴ボランティアさ
ん２団体に来所して頂き、交流をしてい
る。避難訓練の際などは近隣の住民に参加

1

6

4

「おあしすありた」の名の下に「穏やかな
気分で安心して信頼される素晴らしい介護
を目指す」というわかり易く親しみがある
理念を基に、日々介護を行わせて頂き、地
域・医療・福祉の連携をとるようにしてい
る。
来られた方にもわかりやすいように玄関に
貼付している。

4

地域包括センターの方や、民生委員の方、
ご家族様、入居者様等参加して頂き意見を
基に、各ユニットで会議を行った際にス
タッフへ報告、意見交換を行い、サービス
の見直しを行っている。

3

事業所の方針で、身体拘束は契約書にも記
載した上で全面的に禁止にしている。
見守りを徹底しており、危険を察知したら
すぐに駆け寄り事故を未然に防ぐ様に努め
ている。

5

生活保護の入居者様が多く居らっしゃるた
め、定期的に保健福祉課へ連絡を取り、情
報を提供している。
またオムツサービスなど市町村のサービス
を積極的に取り入れている。役職の変更届
等手続きや過誤請求の際にわからないこと
がある場合は市役所と連携をとり、協力を
頂いている。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

日頃の介護の際声掛け等でもスピーチロッ
クになってはいないか、入居者様への声の
掛け方や対応の仕方などをスタッフ同士で
確認し合い、虐待の防止に努めている。

12

スタッフが希望する研修等積極的に参加で
きるように調整を行っている。スタッフの
能力に合わせて委員会や役職等役割を担っ
てもらい、やりがいや向上心を持って働い
てもらうように努めている。

―

10

施設玄関に意見箱を設置しており、気軽に
意見を頂ける様にしている。ご家族様が面
会に来られた際やお電話を頂いた際は、入
居者様の生活の様子をお伝えすると共に、
何かご意見やご要望等がないかお尋ねし、
ご意見や入居者や家族から出た意見や要望
は小さなことでもユニット会議で取り上げ
ている。
また、出た意見を運営会議にて報告し、運
営に反映できるようにしている。

7

11

運営に関することも含めた意見や提案を、
日常の勤務の合間やユニット会議などで常
に聴くように心掛けている。
出た意見は運営会議などで報告し活かせる
よう取り組んでいる。

8

6

9

契約の前にも入居予定者様やご家族様の取
り巻く環境を確認し、実際に施設を見学を
して頂き、入居予定者様の所まで面談に
行っている。
契約まで十分な時間をかけ、不安などを一
つずつ解消し、わかりやすく話している。
解約や改定時もわかりやすく説明をし納得
して頂いてから同意を頂いている。

―

8

ご家族様の状態などを考え、成年後見制度
が必要であると感じた場合などはお話しを
し、活用できるように噛み砕いて説明して
いる。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

入居前に見学や面談を行い、ご本人様の情
報収集のため病院や施設に赴き不安なこと
や困っていること、要望等を確認し、少し
でも安心して頂けるように努めている。入
居に不安がある際はショートステイを勧め
体験をして頂き、納得して頂いてから入居
をして頂いている。

―

18

見学や面談を行い、困っていること、不安
なこと要望などを傾聴し、聴き取りをさせ
て頂いている。
不明な点があれば、いつでも施設へご電話
を下さいとお伝えし、寄り添える関係にな
るよう、常に傾聴をしている。

―

15

スタッフの経験や能力に合わせて、認知症
実践者研修や管理者研修等の受講を促しス
キルアップの機会を確保している。
法人として未資格者には初任者研修の資格
取得が出来るよう受講料の援助も取り組ん
でいる。

―

16

西区・早良区で結成した「いとの会」を通
じ、勉強会の開催に参加をして交流をして
いる。LINEの連携網に所属しており現在も
情報の閲覧等行い交流は継続している。あ
おしす系列の他の施設・同じ敷地内の他事
業所との連携を大切にしており、法人全体
の他施設も含めた合同の研修会に参加し交
流が出来ている。

―

14

年１回は外部での人権教育に関する研修を
に参加できる様に気を付けて情報を確認し
ているが、参加出来なかった場合で事業所
内にて人権についての研修を行う様にして
いる。

13

性別や年齢、国籍、障害の有無などを理由
に採用を排除せず、介護や高齢者に対する
熱意やその人の人柄、介護観を重視してい
る。
希望の研修には参加できるよう調整し、初
任者研修の資格取得が出来るよう受講料の
援助も行っている。

9

10
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24
契約終了後で系列の施設に移った元入居者
様の元へ面会に行くこともあり、必要時は
再度情報提供を行っている。

―

22

コロナ等の感染症の予防のため、居室への
入室はお断りをしているが、相談室での友
人や家族等の面会は15分ほどを目安に行っ
ている。また年末年始の故郷への帰省のた
め外泊希望についても、帰設の際にコロナ
とインフルエンザの抗原検査を行って頂く
ことを条件に今年より実施している。病院
受診やユニットの行事で外出した際は入居
者様の馴染みの場所に遠回りをしている。

11

23

レクリエーションやテーブルでの入居者様
のやり取りの際、必要な際はスタッフが間
に入り、関わり合いが円滑にいく様に支援
する様努めている。
また気の合う入居者様同士の居室の行き来
もして頂いている。

―

21

ご家族様へは気づいたことがあれば何でも
連絡・相談を随時行ってる。その際には本
人様と極力電話にて話してもらい交流を図
ることで絆を大切にしてもらう様努めてい
る。
海外在住のご家族様にはLINE等用いて柔軟
な対応をすることにより、よりよい関係を
築いている。

20

介護をさせて頂く人とされる人の立場だけ
ではなく、暮らしを共にする同士として役
割を持って頂き、洗濯干しや掃除等が出来
る入居者様には一緒に行って頂き、手伝っ
て頂いた時は感謝を込めたお礼の言葉をか
けている。

―

―

19

見学時にしっかりと状況等を聴き、今の状
況に必要な支援が何かを考え、必要があれ
ば当事業所の居宅のケアマネやデイサービ
スの管理者に相談し意見を求めている。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

見学や面談の際にこれまでの生活歴や暮ら
し方、生活環境など、ご本人様とご家族様
に詳しく聞き取りをしている。
また、日々の生活の中で今までの暮らし等
を会話の中や行動などから把握する様に努
めている。

25

介助の際常に声掛けを行い、入居者様と１
対１で表情や態度をくみ取り、意向を把握
する様に努めている。
意向を伝えるのが困難な入居者様にはハ
イ・イイエ等わかりやすく返答が出来る様
にしている。

12

―

29

経過記録に日々の様子や状態を記入し、
違った様子がみられた際は詳しく記入する
様にスタッフに伝達している。各担当者が
スタッフ間で得た情報を詳細にアセスメン
トに記入することで、入居者様への対応や
介護計画の見直しに活かすように努めてい
る。

―

30

入居者様やご家族様から依頼がある際、既
存の状態に捕らわれずに施設長等に相談し
少しでも対応できる様に努めている。
食事や嗜好品等の個別の希望に沿った対応
や、母体の送迎リハビリも一部の必要な方
を対象に行っている。

28

計画作成者や管理者が本人様、ご家族様の
意向を確認し、様々なスタッフに聞き取り
を行い、それを基にアセスメントを記入す
ることで、ニーズを上手く引き出せるよう
にしている。
担当者が仮で介護計画を作成し、スタッフ
の意見を参照することで偏りのない介護計
画を作成する様に努めている。

27

申し送りの際に大きな事柄だけではなく、
些細な会話や状況等も細かく伝え、それを
元に別のスタッフの介助の際はどの様な様
子だったか等スタッフ間で共有し一人一人
の心身状態、現状の把握等に努めている。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31
コロナ流行前は教育機関と協働し、入居者
様が地域の子供たちと触れ合う環境を提供
している。落ち着き次第再開予定である。

―

32

病院受診が必要な入居者様には、協力医療
機関や往診が出来る病院等いくつか紹介
し、
その中でご家族様や本人様がかかりたい病
院を選んで頂き受診している。

34

主治医より入居者様の入退院時またはその
期間中に説明がある際は、ご家族様に了承
してもらい、入居者様の病状、退院後施設
にて入居者様に必要なことについてスタッ
フも一緒に同席しご家族様と話し合いの場
を設け、関係づくりに努めている。

14

33

医療連携看護師と連携するために、情報共
有の連携ノートを活用し、口頭説明し入居
者様一人一人の状態を把握して頂いてい
る。
特変時等いつもと様子が違う際、母体のか
かりつけ病院の看護師と２４時間電話にて
相談することが可能なため、医師に指示を
確認してもらうこともあり入居者様もス
タッフも安心して対応出来るよう支援を受

事故や急変時の対応を電話横に掲示してお
り、いつでも確認し対応出来る様にしてい
る。

35

見学や面談、入居時の契約の際に重度化に
ついての説明をしっかり行っている。
入居時の契約書の一部に緊急時・終末期に
ついての同意書のページがあり、現時点の
希望を記入して頂いている。
終末期が近づいた際は何度も話し合いを行
い、ご家族様が不安にならないようにかか
りつけ医との話し合いを何度も行ってい
る。

36 ―

15

―

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年２回日勤想定、夜勤想定の避難訓練を
行っている。近隣の住民の皆さまにお知ら
せをポスティングし、避難訓練のお知らせ
とご参加を募っている。

16

―

食事前の簡単なテーブル拭きやトレイの配
膳、おやつ後の食器洗い等出来る方に無理
が無い範囲でお手伝いをして頂いている。

18

41

髪留めやアヘアバンド等その人らしいアク
セサリーを使用し、身だしなみを整える支
援をしている。訪問理美容を利用し、カッ
トや顔そり、カラーをして頂くことでその
人らしいおしゃれを楽しんで頂く様にして
いる。

40

ユニットのタイムスケジュールに縛られ
ず、入居者様一人一人に合わせて、入浴や
食事、レクリエーション等その日の体調や
気分などを優先し無理強いせず、希望に
沿って支援している。

―

42

38

人格尊重やプライバシーが保たれていない
際、気づいた際にスタッフ同士で声を掛け
合い、適切にお互い注意を行っている。
声掛けは特に配慮が必要な際は、居室等他
者の目に触れない場所で対応している。

17

39

日々の生活の中でスタッフ中心にならない
様に、常にまず声掛けを行い、介助に同意
いただけるか尋ねてから介助をさせて頂け
る様にスタッフに指導している。
自己決定が難しい入居者様には、ハイ・イ
イエで簡単に答えれるように支援してい
る。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

入居者様の状況に合わせて出来ることはし
て頂きつつも、出来ない部分はお手伝いを
させて頂き口腔ケアを支援している。
一部の必要な方は月2回訪問歯科で検診と衛
生管理をしてもらっている。

48

適宜訪室し、湿度や温度を確認することで
入居者様それぞれが心地良い環境になるよ
うに注意している。
眠れない入居者様には傾聴を行い、温かい
飲み物等提供して快眠できるよう支援して
いる。

43

食事量、水分量を把握し、足りない方には
医師と看護師に相談の上、可能な範囲内で
好きな食べ物や飲み物等を提供している。
今までの習慣で好物のバナナやコーヒー等
個別に購入する援助を行い、入居前の習慣
が継続出来る様支援している。

本人様のその日の状態により、拒否があれ
ば希望を聞いた上で再度声掛けを行い翌日
や、清拭等に変更し支援している。
個浴にて一人ずつゆっくり入浴して頂いて
いる。

1945

排泄チェックリストを参考にして、パター
ンを確認し、早め早めの誘導を行い、失禁
を減らす様に努めている。
退院後は排泄チェックリストを記入し、参
考にしてオムツからリハビリパンツへの変
更等検討を行い実行している。

排便間隔を把握するために、チェック表に
て管理を行い状況を確認し、適宜下剤を使
用している。
排便コントロールが上手くいっていない入
居者様のご家族様に相談し、バナナやオリ
ゴ糖等便秘によい食品等を購入して頂ける
方には了解を得ている。

―

20

46

47

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

共用の空間は、その日の天候・季節・時間
に応じてカーテンや電気、空調、加湿器等
で快適になる様に配慮している。
スタッフの体感でなく入居者様の体感温度
等に合わせ、一人一人が快適に過ごせる様
に調整をしている。ユニットのホワイト
ボードにて季節の絵を掲示し季節を少しで
も感じてもらえる様に努めている。

22

53

ユニットの電話は入居者様から申し出があ
る際は、いつでも使いたいだけ使える様に
している。
ご家族様や友人から電話が来た際は、極力
入居者様本人と代わっている。
手紙や年賀状のやり取りがある方は切手購
入や投函等を支援している。

52

一部の入居者様はご家族様と相談し、紛失
してもいい金額をもって自己管理をして頂
いている。入居者様の必要なものや入居者
様から希望がある際スタッフが代行し買い
物をしている。

51

―

21

コロナ流行前は、外出の際にスタッフの意
見だけでなく、どこに行きたいか、何を食
べたいか聞き、行事などに活かしている。
お花が好きな入居者様が多いため、現在は
お花を観て、写真を撮るだけの短時間では
あが、桜の花見や紫陽花や鯉のぼりを観に
出掛けている。

50

生活歴や嗜好品などの情報を把握すること
で、入居前より習慣となっている日々の楽
しみごとや嗜好品を継続出来る様、支援し
ている。入居者様のそれぞれに合った出来
る範囲での役割を担って頂き、テーブル拭
きやトレー並べ、洗濯干しやたたみ、掃
除、新聞チラシ折り、袋たたみ等お手伝い
をして頂いている。

―

49

薬情ファイルにて最新の服用している薬が
いつでも見れるようになっており、副作用
等も確認出来る様にしている。往診後に薬
の変更があった際は申し送りノートに必ず
記入することで、変化も含めてスタッフが
確認する様に努めている。

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

施設内はバリアフリーになっており、段差
はなく、手すりを壁全面に取り付けてい
る。
居室の家具や、リビングの机等の配置は動
きやすい様に配慮している。

56

55 ―

23

ソファーを配置しており、そこで自席を離
れ、ゆっくりと過ごして頂いている。
席は気の合う入居者様が一緒になれる様に
等適宜席替えを行い、少しでも皆さんに
とってそれぞれ快適な居場所となる様に配
慮している。

―

居室の家具や布団、インテリアは出来るだ
け入居前に使い慣れた物を持ってきて頂き
安心して頂ける様にしている。
ご家族様と写った写真や好きなぬいぐるみ
等を居室に配置している入居者様もいる。
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

○ 　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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福岡県　グループホームおあしすありた（なごみ） 自己評価および外部評価結果 令和６年３月２５日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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